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一 

 



 

五
月
一
日
午
後
七
時
三
十
～
四
十
分
頃
、
被
害
者
宅
玄
関
ガ
ラ
ス
戸
に
脅
迫
状
が
差
し
込
ま
れ
て
い
る
の
を
被

害
者
の
兄
が
発
見
し
た
。
五
月
二
日
夜
十
二
時
頃
、
脅
迫
状
に
指
定
さ
れ
た
佐
野
屋
に
被
害
者
の
姉
の
登
美
恵
さ

ん
が
身
代
金
に
見
せ
か
け
た
紙
包
み
を
持
っ
て
犯
人
の
現
れ
る
の
を
待
ち
、
捜
査
本
部
は
四
十
人
の
警
察
官
を
張

り
込
ま
せ
た
。
現
れ
た
犯
人
と
被
害
者
の
姉
と
の
間
で
約
十
分
に
わ
た
る
や
り
と
り
が
な
さ
れ
た
が
、
警
察
は
つ

い
に
犯
人
を
取
り
逃
が
す
と
い
う
大
失
態
を
演
じ
、
五
月
三
日
よ
り
開
始
さ
れ
た
山
狩
り
捜
査
に
よ
っ
て
、
翌
四

日
朝
に
被
害
者
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
、
同
日
午
後
七
時
か
ら
九
時
に
か
け
て
県
警
鑑
識
課
所
属
の
警
察
医
の
五
十

嵐
勝
爾
氏
に
よ
っ
て
解
剖
さ
れ
、
鑑
定
が
作
成
さ
れ
た
。 

い
わ
ゆ
る
狭
山
事
件
、
一
九
六
三
年
、
埼
玉
県
狭
山
市
で
お
き
た
女
子
高
校
生
殺
害
事
件
は
、
概
略
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
い
る
。 
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三 

警
察
は
通
常
、
殺
人
事
件
が
お
き
た
と
き
、
死
亡
時
刻
を
何
時
の
時
点
で
、
ど
の
よ
う
に
発
表
す
る
の
か
。 

一 

一
九
六
三
年
五
月
九
日
付
『
朝
日
新
聞
』
埼
玉
版
に
よ
れ
ば
、
五
月
八
日
、
埼
玉
県
議
会
の
社
会
党
議
員
か
ら

捜
査
経
過
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ら
れ
、
犯
人
取
り
逃
が
し
の
失
敗
を
き
び
し
く
追
及
さ
れ
た
際
に
、
上
田
・

埼
玉
県
警
本
部
長
（
当
時
）
は
、「
い
ま
の
と
こ
ろ
犯
人
は
単
独
か
共
犯
で
あ
る
か
決
め
手
は
な
い
。
と
に
か
く

殺
し
て
か
ら
金
を
要
求
し
た
犯
罪
は
前
代
未
聞
で
悪
質
き
わ
ま
り
な
い
」
と
答
え
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
上
田
・
埼
玉
県
警
本
部
長
の
「
犯
人
は
殺
害
後
に
身
代
金
を
要
求
し
た
」
と
い
う
根
拠
は
何
か
。 

二 

同
じ
く
、
五
月
四
日
付
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
に
は
、「
死
後
三
日
を
経
た
も
の
と
見
ら
れ
、
本
部
で
は
殺
害
の

犯
行
時
間
は
一
日
午
後
三
時
か
四
時
ご
ろ
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
犯
行
時
間
の
根
拠
は
何
か
。 

こ
の
捜
査
の
経
緯
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
疑
問
点
に
つ
い
て
尋
ね
る
。 

犯
行
時
刻
の
推
定
は
、
事
件
の
解
明
に
と
っ
て
重
要
な
捜
査
で
あ
る
が
、
科
学
捜
査
で
は
、
ど
の
よ
う
に
犯 
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四 

こ
れ
ま
で
の
冤
罪
事
件
で
は
、
多
く
の
場
合
、
自
白
に
信
用
性
が
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
誤
判
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
自
白
の
信
用
性
の
判
断
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
自
白
の
信
用
性
を
判
断

す
る
基
準
は
何
か
。 

五 

狭
山
事
件
で
、
石
川
一
雄
氏
の
自
白
に
よ
れ
ば
、
体
重
五
十
四
キ
ロ
の
被
害
者
の
死
体
を
前
に
か
か
え
て
、

死
体
隠
匿
場
所
に
選
ん
だ
畑
の
中
の
イ
モ
の
貯
蔵
用
の
穴
ま
で
運
び
、
足
に
木
綿
ロ
ー
プ
を
く
く
り
つ
け
、
さ

ら
に
そ
れ
に
荒
縄
を
結
ん
で
、
こ
の
穴(
二
・
七
メ
ー
ト
ル)

に
逆
さ
づ
り
に
し
た
と
な
っ
て
い
る
。
殺
害
地
点

か
ら
こ
の
イ
モ
穴
ま
で
の
距
離
は
、
検
察
官
の
実
地
検
証
に
よ
れ
ば
、
約
二
百
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

ま
た
、
自
白
に
よ
れ
ば
殺
害
現
場
は
雑
木
林
の
中
で
あ
る
が
、
犯
行
時
の
心
理
と
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
雑
木
林

内
か
ら
人
目
に
つ
き
や
す
い
農
道
を
通
っ
て
死
体
を
運
ぶ
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
ま
た
、
五
十
四
キ
ロ
の
死
体

を
二
百
メ
ー
ト
ル
も
前
に
か
か
え
て
休
ま
ず
運
ん
だ
と
い
う
自
白
内
容
は
明
ら
か
に
経
験
則
に
反
し
て
い
る
と 

行
時
間
な
い
し
死
亡
時
間
の
割
り
出
し
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
。 

五 

 



 

六 

同
様
に
、
死
体
の
足
首
を
木
綿
ロ
ー
プ
で
縛
り
、
そ
れ
に
荒
縄
を
結
び
つ
け
て
逆
さ
に
つ
る
し
、
穴
に
出
し

入
れ
す
れ
ば
、
死
体
足
首
に
損
傷
・
痕
跡
が
残
る
の
が
経
験
則
上
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。 

七 

一
九
六
三
年
七
月
三
日
付
『
朝
日
新
聞
』
埼
玉
版
に
は
、｢

警
官
エ
キ
ス
ト
ラ
で
・
ロ
ケ
さ
な
が
ら
の
検
証｣

と

い
う
見
出
し
で
、
石
川
一
雄
氏
の
自
供
に
基
づ
く
実
地
検
証
が
七
月
四
日
午
前
十
一
時
す
ぎ
か
ら
浦
和
地
検
の

滝
沢
弘
検
事
、
特
捜
本
部
の
青
木
一
夫
・
諏
訪
部
正
司
両
警
部
ら
の
指
揮
で
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
報
道
し
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
、
「
死
体
を
つ
る
し
た
イ
モ
穴
が
調
べ
ら
れ
た
。
警
官
が
ナ
ワ
で
体
を
し
ば
ら
れ
て
穴
に 

 

つ
り
下
げ
ら
れ
、
普
通
の
男
の
力
で
引
上
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
な
ど
が
調
べ
ら
れ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま 

思
わ
れ
る
。
弁
護
団
は
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル
歴
の
あ
る
男
性
に
五
十
四
キ
ロ
の
人
形
を
運
搬
す
る
実
験
を
お
こ
な 

 

い
、
心
拍
数
な
ど
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
死
体
運
搬
が
あ
り
え
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
意
見

書
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
白
は
常
識
的
に
あ
り
え
な
い
。 

検
察
官
は
、
常
識
的
に
あ
り
え
な
い
自
白
調
書
で
も
証
拠
と
し
て
の
証
明
力
が
あ
る
と
思
う
の
か
。 
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七 

た
、「
八
ミ
リ
映
写
機
で
撮
影
す
る
な
ど
映
画
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
さ
な
が
ら
の
検
証
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
自
白
の
信
用
性
を
判
断
す
る
う
え
で
重
要
な
資
料
と
考
え
ら
れ
、
こ
の｢

つ
り
下
げ
実
験｣

の
模
様
を
撮
影

し
た
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
も
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。 

こ
の
実
地
検
証
の
記
録
お
よ
び
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
は
現
在
、
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の 

 

か
。 弁

護
団
か
ら
の
要
求
が
あ
れ
ば
開
示
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


